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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年4月30日(2015.4.30)

【公開番号】特開2015-24190(P2015-24190A)
【公開日】平成27年2月5日(2015.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-008
【出願番号】特願2014-215458(P2014-215458)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３５２Ｆ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２８　

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月13日(2015.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を循環させる循環経路を有し、持点による遊技が可能であり、入賞の発生に応
じて持点が加算される封入式の遊技機と、遊技者所有の遊技用価値を用いて持点を加算す
るとともに前記遊技機と通信可能に接続される遊技用装置とを備える遊技用システムであ
って、
　前記遊技機は、
　　遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量を特定する特定手段と、
　　持点を記憶する副持点記憶手段と、
　　前記副持点記憶手段が記憶している持点を前記変化量に応じて更新する副持点更新手
段と、
　　前記変化量を特定可能な更新情報と前記副持点記憶手段に記憶されている持点とを前
記遊技用装置へ送信する制御を行なう情報送信制御手段と、
　　当該遊技機で遊技を行なっている遊技者を特定可能な遊技者特定情報を記憶する遊技
者特定情報記憶手段と、
　　前記遊技用装置との通信の開始の際に前記遊技者特定情報記憶手段に記憶されている
遊技者特定情報を前記遊技用装置へ送信する制御を行なう遊技者特定情報送信制御手段と
を含み、
　前記遊技用装置は、
　　持点を記憶する主持点記憶手段と、
　　前記更新情報を受信する情報受信手段と、
　　前記主持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に基づいて更新する持点更新
手段と、
　　前記遊技者特定情報を読取る遊技者特定情報読取手段と、
　　前記遊技機と接続されて通信が開始された際に、前記遊技者特定情報読取手段により
読取られた遊技者特定情報と前記遊技者特定情報送信制御手段の制御により送信されてき
た遊技者特定情報とにより同一の遊技者が特定されるか否かを判定する同一判定手段と、
　　該同一判定手段により同一であると判定されたときに、前記情報送信制御手段の制御
により送信されてきた持点を現時点での持点として前記主持点記憶手段に記憶させる持点



(2) JP 2015-24190 A5 2015.4.30

記憶制御を行なう記憶制御手段とを含む、遊技用システム。
【請求項２】
　遊技媒体を循環させる循環経路を有し、持点による遊技が可能であり入賞の発生に応じ
て持点が加算される封入式の遊技機と通信する通信部を備え、遊技者所有の遊技用価値を
用いて持点を加算する遊技用装置であって、
　持点を記憶する持点記憶手段と、
　前記遊技機により遊技を行なう遊技者を特定する遊技者特定情報を読取る遊技者特定情
報読取手段とを備え、
　前記通信部は、遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量を特定可能な更新
情報と、遊技への使用および入賞の発生に応じて前記遊技機側で更新している持点と、前
記遊技機で記憶されている遊技者特定情報とを前記遊技機より受信し、
　前記遊技用装置は、さらに、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記通信部により受信された更新情報に基づ
いて更新する持点更新手段と、
　　前記遊技機と接続されて通信が開始された際に、前記遊技者特定情報読取手段により
読取られた遊技者特定情報と前記通信部により受信された遊技者特定情報とにより同一の
遊技者が特定されるか否かを判定する同一判定手段と、
　　該同一判定手段により同一であると判定されたときに、前記通信部により受信された
持点を現時点での持点として前記持点記憶手段に記憶させる持点記憶制御を行なう記憶制
御手段とを含む、遊技用装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（１）　本発明は、遊技媒体を循環させる循環経路を有し、持点による遊技が可能であ
り、入賞の発生に応じて持点が加算される封入式の遊技機（パチンコ機２、スロットマシ
ン２Ｓ）と、遊技者所有の遊技用価値（プリペイド残高、持玉数、あるいは貯玉数）を用
いて持点を加算するとともに前記遊技機と通信可能に接続（コネクタ３３０、２０、２２
０と接続配線）される遊技用装置（カードユニット３）とを備える遊技用システムであっ
て、
　前記遊技機は、
　　前記遊技用装置と通信を行なう遊技機側通信手段（Ｐ台通信制御部８１、Ｓ台通信制
御部８２）と、
　　遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量（加算玉数、減算玉数）を特定
する特定手段（遊技機制御用のマイクロコンピュータ、加算玉数カウンタ、減算玉数カウ
ンタ、加算数カウンタ、減算数カウンタ）と、
　　持点を記憶する副持点記憶手段（遊技玉数カウンタ、持点数カウンタ）と、
　　前記副持点記憶手段が記憶している持点を前記変化量に応じて更新する副持点更新手
段（払出制御部１７、払出制御部１１７）と、
　　前記変化量を特定可能な更新情報と前記副持点記憶手段に記憶されている持点とを前
記遊技用装置へ送信する制御を行なう情報送信制御手段（図４４；加算玉数、減算玉数、
遊技玉数を含む動作応答を送信）と、
　　当該遊技機で遊技を行なっている遊技者を特定可能な遊技者特定情報（Ｃ-ＩＤ等）
を記憶する遊技者特定情報記憶手段（図６、図１１１；表示器用演出制御部２９２の現遊
技者遊技履歴データ記憶部）と、
　　前記遊技用装置との通信の開始の際に前記遊技者特定情報記憶手段に記憶されている
遊技者特定情報を前記遊技用装置へ送信する制御を行なう遊技者特定情報送信制御手段（
図２７、図３７、図６５～図８２；Ｃ-ＩＤを含むリカバリ応答を送信）とを含み、



(3) JP 2015-24190 A5 2015.4.30

　前記遊技用装置は、
　　持点を記憶する主持点記憶手段（「遊技玉数」を記憶するＲＡＭ、「持点数」を記憶
するＲＡＭ）と、
　　前記更新情報を受信する情報受信手段（ＣＵ通信制御部８０）と、
　　前記主持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に基づいて更新する持点更新
手段（メイン制御部３２３）と、
　　前記遊技者特定情報を読取る遊技者特定情報読取手段（カードリーダライタ３２７等
）と、
　　前記遊技機と接続されて通信が開始された際に、前記遊技者特定情報読取手段により
読取られた遊技者特定情報と前記遊技者特定情報送信制御手段の制御により送信されてき
た遊技者特定情報とにより同一の遊技者が特定されるか否かを判定する同一判定手段（図
６８～図７０、図７３、図７４、図７７、図７８、図８１；リカバリ応答に含まれるＣ-
ＩＤと挿入されたカードのＣ-ＩＤとの同一性を判定するメイン制御部３２３）と、
　　該同一判定手段により同一であると判定されたときに、前記情報送信制御手段の制御
により送信されてきた持点を現時点での持点として前記主持点記憶手段に記憶させる持点
記憶制御を行なう記憶制御手段（図６８～図７０、図７３、図７４、図７７、図７８、図
８１の破線で示したステップ）とを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（４）　本発明の他の態様は、遊技媒体を循環させる循環経路を有し、持点による遊技
が可能であり入賞の発生に応じて持点が加算される封入式の遊技機（パチンコ機２、スロ
ットマシン２Ｓ）と通信する通信部（ＣＵ通信制御部８０）を備え、遊技者所有の遊技用
価値（プリペイド残高、持玉数、あるいは貯玉数）を用いて持点を加算する遊技用装置（
カードユニット３）であって、
　持点を記憶する持点記憶手段（「遊技玉数」を記憶するＲＡＭ、「持点数」を記憶する
ＲＡＭ）と、
　前記遊技機により遊技を行なう遊技者を特定する遊技者特定情報（Ｃ-ＩＤ等）を読取
る遊技者特定情報読取手段（カードリーダライタ３２７等）とを備え、
　前記通信部は、遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量を特定可能な更新
情報と、遊技への使用および入賞の発生に応じて前記遊技機側で更新している持点と、前
記遊技機で記憶されている遊技者特定情報とを前記遊技機より受信し（図４４；加算玉数
、減算玉数、遊技玉数を含む動作応答を受信）、
　前記遊技用装置は、さらに、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記通信部により受信された更新情報に基づ
いて更新する持点更新手段（メイン制御部３２３）と、
　　前記遊技機と接続されて通信が開始された際に、前記遊技者特定情報読取手段により
読取られた遊技者特定情報と前記通信部により受信された遊技者特定情報とにより同一の
遊技者が特定されるか否かを判定する同一判定手段（図６８～図７０、図７３、図７４、
図７７、図７８、図８１；リカバリ応答に含まれるＣ-ＩＤと挿入されたカードのＣ-ＩＤ
との同一性を判定するメイン制御部３２３）と、
　　該同一判定手段により同一であると判定されたときに、前記通信部により受信された
持点を現時点での持点として前記持点記憶手段に記憶させる持点記憶制御を行なう記憶制
御手段（図６８～図７０、図７３、図７４、図７７、図７８、図８１の破線で示したステ
ップ）とを含む。


	header
	written-amendment

